
「もっと　みらいへ」の推進予算

問問  伊奈庁舎財政課（内線 2203）伊奈庁舎財政課（内線 2203）

令和５年度

予算の概要

歳  入 249億 9,660万円

歳  出 249億 9,660万円

92 億 4,061 万 8 千円　　92 億 4,061 万 8 千円　　
37.0%　（＋ 8.9%）37.0%　（＋ 8.9%）

市民の皆さんに納めていただく税金
市民税・固定資産税・軽自動車税・
市たばこ税・都市計画税

保育料や児童クラブの負担金、
市営住宅の使用料、社会教育使
用料、体育施設の使用料など

寄附金、繰入金、繰越金、その他の収入など
※繰入金や繰越金とは…基金（預貯金）の取
り崩しや、前年度からの繰越金

道路整備・教育施設整備
などに対する国・県から
の補助金など

市が行う事業で、特に大きな
事業を実施する場合などに、
必要な財源を調達するために
借り入れるお金 地方交付税など地方交付税など

国・県支出金国・県支出金

市債市債

市税　市税　

その他（ふるさと納税など）その他（ふるさと納税など）

分担金・負担金および分担金・負担金および
使使用料・手数料用料・手数料
2 億 7,067 万円 4 千円2 億 7,067 万円 4 千円
1.1%（▲ 8.2%）1.1%（▲ 8.2%）

53 億 4,223 万 1 千円53 億 4,223 万 1 千円
21.3％（＋ 2.0%）21.3％（＋ 2.0%）

46 億 2,175 万４千円46 億 2,175 万４千円
18.5%（＋ 7.2%）18.5%（＋ 7.2%）

49 億 5,692 万 3 千円49 億 5,692 万 3 千円
19.8%（＋ 5.7%）19.8%（＋ 5.7%）

５億 6,440 万円５億 6,440 万円
2.3%（▲ 70.6%）2.3%（▲ 70.6%）

※金額の次に構成比、カッコ内が増減率です。

民生費民生費

教育費教育費

総務費総務費

土木費土木費

公債費公債費

衛生費衛生費

消防費消防費

農林水産業費農林水産業費
商工費商工費

その他その他

79 億 3,066 万 3 千円79 億 3,066 万 3 千円
31.7%（＋ 6.3%）31.7%（＋ 6.3%）

総合教育支援センターの設置、
ALT 派遣業務、学校教育、
文化・スポーツ振興などの費用39 億 5,099 万 6 千円39 億 5,099 万 6 千円

15.8%（▲ 23.4%）15.8%（▲ 23.4%）

33 億 102 万 2 千円33 億 102 万 2 千円
13.2%（＋ 3.5%）13.2%（＋ 3.5%）

市役所管理、統計調査、
戸籍の管理などの費用

30 億 7,533 万 4 千円30 億 7,533 万 4 千円
12.3%（＋ 14.8%）12.3%（＋ 14.8%）

道路、公園整備などの費用

21 億 5,719 万 6 千円21 億 5,719 万 6 千円
8.6%（＋ 2.1%）8.6%（＋ 2.1%）

借入金（市債）の返済金

16 億 978 万 8 千円16 億 978 万 8 千円
6.5%（＋ 10.7%）6.5%（＋ 10.7%）

９億 6,870 万 7 千円９億 6,870 万 7 千円
3.9%（＋ 6.6%）3.9%（＋ 6.6%）

消防、防災などの費用

7 億 5,988 万 8 千円7 億 5,988 万 8 千円
3.0%（＋ 10.0%）3.0%（＋ 10.0%）

農業の振興などの費用 8,104 万円8,104 万円
0.3%（＋ 4.0%）0.3%（＋ 4.0%）

商工業、観光の振興
などの費用

※金額の次に構成比、カッコ内が増減率です。

11 億 6,196 万 6 千円11 億 6,196 万 6 千円
4.7%（▲ 3.6%）4.7%（▲ 3.6%）

議会運営などの費用

福祉の充実、子育て支援
などの費用

標準的な財政運営に必要とされる
経費（人口、面積、道路の延長な
どを基準に算出）などに基づき、
国や県から交付されるお金

健康診査、環境保全、
ごみ処理などの費用

令和５年度の一般会計予算は 249億 9,660 万円で、市として最大規模となりました。
前年度の当初予算と比較すると、5,960 万円増、率にすると 0.2％の微増です。
世界的な原油価格・物価高騰により、先行き不透明な状況の中、「子育ての包括的支援」「学校教育改革
プランによる教育環境のさらなる改革」「行政、教育環境のDXの推進」をポイントとした予算です。
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